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ロボフレ分析の視座１（整理の方法）
～3軸分析～

社会受容性のある
ロボットシステム

（ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ技術）

社会受容性のある
ロボット環境

（ﾛﾎﾞｯﾄ環境技術）

社会受容性のある
人･ﾛﾎﾞｯﾄI/Fシステム
（ﾛﾎﾞｯﾄﾋｭｰﾏﾝ技術）

ロボットフレンドり

環境の軸

ロボットの軸

人間の軸



ロボフレ分析の視座２（整理の方法）
～3段階分析：ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝ・ｻｰｸﾙ理論による説明～

How？

What?

手段

課題
効果

Why？

実現したもの・こと

Why？課題目的･動機･信念
・課題、中心課題は何か
・ソリューションの発見
・その効果は？

How？方法、ﾌﾟﾛｾｽ
・しくみづくり
・ﾛﾎﾞｯﾄの導入（RX）
・ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙの援用（DX）

What？
・何をつくるか（もの）
・何をするか（こと）



ﾛﾎﾞﾌﾚ分析（3軸３段階ﾂﾘｰ分析）テンプレート
施設との連携

設備との連携

装置との連携

市場対応レベル

ﾌﾟﾛｾｽ(作業)ﾚﾍﾞﾙ

ﾓﾉﾚﾍﾞﾙ（最適化）

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
統
合

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
統
合

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
統
合

社会受容性のある
ロボットシステム

（ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ技術）

統
合
シ
ス
テ
ム
と
し
て
実
現

社会受容性のある
ロボット環境

（ﾛﾎﾞｯﾄ環境技術）

社会、経営、決済ﾌﾟﾛｾｽの統合
Engineering Chainプロセスの見直し、変革、反映、統合
セキュリティシステムの導入

パッケージ、パッケージ材
荷姿、ラベリング
商品、周辺機器、センサー、アクチュエータ

まち内外連携
建物内外連携
部屋内外連携（含温湿光電磁音響などの環境）

エレベータ、輸送機などの室内設備とのロボット連携
床、壁、天井、仕切りとのロボット連携
環境センシングやアクチュエーション連携

他装置ﾛﾎﾞｯﾄ連携（含：ﾛﾎﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ連携ｼｽﾃﾑ）
ドアや家具･機器連携
センサ、アクチュエータ連携

業界ルール・慣習・常識の見直し、変革、反映、統合
業界サプライチェーンの見直し、変革、反映、統合
業界に適したロボットシステム・ロボットサービス構築

社会受容性のある
人･ﾛﾎﾞｯﾄI/Fシステム
（ﾛﾎﾞｯﾄﾋｭｰﾏﾝ技術）

時空間整合ｻｰﾋﾞｽ技術

統合サービス技術
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
統
合

人の受容・寛容・協調技術

財務管理システムとの統合
プロセス管理システムとの統合
作業動作管理システムとの統合

ﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ（人の移動先サービス）技術
マルチロボット連携ｻｰﾋﾞｽ技術（例：掃除サービスPF）
顔の見えるｱﾊﾞﾀｰｻｰﾋﾞｽ技術（人間関係の表示利用）

環境に対する寛容性追求
ロボットシステムやサービス対する受容性寛容性追求
人（ﾒｰｶ、SIer、ﾕｰｻﾞ、ｵﾍﾟﾚｰﾀ）の受容性寛容性追求

ロボットフレンドり

Why（課題、効果） Howと効果 Whatと効果



ロボフレ業界

ロボフレプロセス・作業

ロボフレ物品

ﾛﾎﾞﾌﾚ分析（3軸３段階ﾂﾘｰ分析）説明
施設との連携

設備との連携

装置との連携

市場対応レベル

ﾌﾟﾛｾｽ(作業)ﾚﾍﾞﾙ

ﾓﾉﾚﾍﾞﾙ（最適化）

Augmented Human
 （強化人）の実現

Augmented 
Environment
の実現

実用的な Robot
Systemの実現

ロボフレは、ロボットの社会
受容性を探求する活動概
念。きめこまかなロボットシ
ステムの社会実装を促進。
というのは、この技術は、
個別適合単品生産ロボット
システムの安価で効率的な
構築を可能とし、それを先
導役として、これからのソ
リューションものづくり（日本
式One-Off Manufacturing）
の基盤となるからである。

ロボフレ建物

ロボフレ設備

ロボフレ装置（IoT）

※これからのロボット技
術の追求は、革新ロ
ボットProj.にて着手済み

※ロボフレシステムの追
求は、優れたロボットとそ
の活用技術を、ボトムアッ
プ的かつ統合的に、追求
することに相当している。
この活動は、トップダウン
に分析的に追及するので
なく、日本的な“カイゼン”
のロボット分野における集
積活動である。
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社会受容性のある
ロボットシステム

（ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ技術）

統
合
シ
ス
テ
ム
と
し
て
実
現

社会受容性のある
ロボット環境

（ﾛﾎﾞｯﾄ環境技術）

社会、経営、決済ﾌﾟﾛｾｽの統合
Engineering Chainプロセスの見直し、変革、反映、統合
セキュリティシステムの導入

パッケージ、パッケージ材
荷姿、ラベリング
商品、周辺機器、センサー、アクチュエータ

そうまち内外連携
建物内外連携
部屋内外連携（含温湿光電磁音響などの環境）

エレベータ、輸送機などの室内設備とのロボット連携
床、壁、天井、仕切りとのロボット連携
環境センシングやアクチュエーション連携

他装置ﾛﾎﾞｯﾄ連携（含：ﾛﾎﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ連携ｼｽﾃﾑ）
ドアや家具･機器連携
センサ、アクチュエータ連携

業界ルール・慣習・常識の見直し、変革、反映、統合
業界サプライチェーンの見直し、変革、反映、統合
業界に適したロボットシステム・ロボットサービス構築

社会受容性のある
人･ﾛﾎﾞｯﾄI/Fシステム
（ﾛﾎﾞｯﾄﾋｭｰﾏﾝ技術）

IoT

Cyber World(含法律＊)

Real World

人がどこにいても、いつでもマ
ルチロボットが機能する人間IF

顧客要求や提供モノサービス階
層管理能力強化のための人間IF

時空間整合ｻｰﾋﾞｽ技術

統合サービス技術
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
統
合

人の受容・寛容・協調技術

財務管理システムとの統合
プロセス管理システムとの統合
作業動作管理システムとの統合

ﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ（人の移動先サービス）技術
マルチロボット連携ｻｰﾋﾞｽ技術（例：掃除サービスPF）
顔の見えるｱﾊﾞﾀｰｻｰﾋﾞｽ技術（人間関係の表示利用）

環境に対する寛容性追求
ロボットシステムやサービス対する受容性寛容性追求
人（ﾒｰｶ、SIer、ﾕｰｻﾞ、ｵﾍﾟﾚｰﾀ）の受容性寛容性追求人や社会と協調し許容性

を追求・醸成する技術

ロボットフレンドり

含法律＊：法令、規則、
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ、ﾏﾆｭｱﾙ

対：SDG’s、コストなどによる納得Why（課題、効果） Howと効果 Whatと効果
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